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(57)【要約】
【課題】ラダーを容易に運搬できる作業機械及びラダー 
の格納方法を提供する。
【解決手段】作業機械１００は、ハウス１０５と、ハウ 
ス１０５の上面に設けられた上段足場１０７と、前記上 
段足場１０７の上に立てた状態に設けられ昇降用手摺１ 
１ｃと、前記上段足場１０７から掛け下ろされ、前記上 
段足場１０７に対して着脱可能であり、前記昇降用手摺 
１１ｃとは別体のラダー５０と、を備える。昇降用手摺 
１１ｃは、ロア柵１１のポールを兼ねている。
【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 足 場 と 、
　 前 記 足 場 の 上 に 立 て た 状 態 に 設 け ら れ た 昇 降 用 手 摺 と 、
　 前 記 足 場 か ら 掛 け 下 ろ さ れ 、 前 記 足 場 に 対 し て 着 脱 可 能 で あ り 、 前 記 昇 降 用 手 摺 と は 別  
体 の ラ ダ ー と 、
を 備 え る 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ラ ダ ー の 上 か ら 前 記 足 場 の 縁 に 沿 っ て 離 れ た 位 置 に お い て 、 前 記 足 場 の 縁 に 沿 っ て  
前 記 足 場 の 上 に 設 置 さ れ た 柵 を 更 に 備 え 、
　 前 記 柵 の 支 柱 が 前 記 昇 降 用 手 摺 を 兼 ね て い る
請 求 項 １ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ラ ダ ー は 、 前 記 足 場 よ り も 上 に 突 出 し て い な い か 、 ま た は 、 前 記 足 場 よ り も 上 に 突  
き 出 て お り 、 前 記 足 場 か ら 前 記 ラ ダ ー の 上 端 ま で の 高 さ は 、 前 記 ラ ダ ー が 前 記 足 場 よ り も  
上 に 突 き 出 た 部 分 が 所 定 基 準 値 以 上 で あ れ ば そ の 部 分 を 手 摺 と し て 認 め る 前 記 所 定 基 準 値  
未 満 で あ る
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 足 場 が 上 面 に 設 け ら れ た ハ ウ ス を 更 に 備 え 、
　 前 記 ラ ダ ー が 使 用 時 に 前 記 ハ ウ ス か ら 幅 方 向 外 方 に 張 り 出 す よ う 前 記 ハ ウ ス に 着 脱 可 能  
に 設 け ら れ 、
　 前 記 ラ ダ ー が 格 納 時 に 前 記 ハ ウ ス の 上 に お い て 前 記 足 場 の 縁 よ り も 幅 方 向 内 方 に 配 置 さ  
れ る
請 求 項 １ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ５ 】
　 足 場 と 、
　 前 記 足 場 の 縁 に 沿 っ て 前 記 足 場 の 上 に 立 て ら れ た 柵 と 、
　 前 記 足 場 か ら 掛 け 下 ろ さ れ 、 前 記 足 場 に 対 し て 着 脱 可 能 な ラ ダ ー と 、 を 備 え 、
　 前 記 ラ ダ ー が 、 前 記 足 場 か ら 前 記 柵 に 付 け 替 え ら れ る
作 業 機 械 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 柵 は 、 前 記 ラ ダ ー を 引 っ か け て 垂 下 し た 状 態 で 保 持 可 能 な 保 持 部 と 、
　 前 記 保 持 部 に よ っ て 保 持 さ れ た 前 記 ラ ダ ー を 前 記 柵 に 対 し て 固 定 す る 固 定 部 と 、 を 有 す  
る
請 求 項 ２ ま た は ５ に 記 載 の 作 業 機 械 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 作 業 機 械 の ラ ダ ー の 格 納 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ラ ダ ー を 前 記 足 場 か ら 取 り 外 す ラ ダ ー 取 り 外 し 工 程 と 、
、 前 記 ラ ダ ー を 前 記 柵 に 設 置 す る ラ ダ ー 格 納 工 程 と を 有 す る 作 業 機 械 の ラ ダ ー の 格 納 方 法  
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 作 業 機 械 及 び 作 業 機 械 の ラ ダ ー の 格 納 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 ガ ー ド 部 材 と 、 ガ ー ド 部 材 の 上 か ら ガ ー ド 部 材 の 脇 に 掛 け 下 ろ さ れ て い  
る と と も に ガ ー ド 部 材 に 固 定 さ れ た ラ ダ ー と 、 を 備 え る 作 業 機 械 を 開 示 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】



10

20

30

40

50

JP 2024-82016 A 2024.6.19(3)

【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ７ ６ ２ ２ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 作 業 機 械 が 大 型 に な る ほ ど 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の ラ ダ ー 自 体 も 大 き く 重 く な る た め 、 ラ  
ダ ー を 着 脱 し て 運 搬 す る こ と を 考 え た 場 合 作 業 が 大 変 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 ラ ダ ー を よ り 容 易 に 運 搬 で き る 作 業 機 械 及 び 作 業 機 械 の ラ ダ ー の 格 納 方 法 を  
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 は 、
　 足 場 と 、
　 前 記 足 場 の 上 に 立 て た 状 態 に 設 け ら れ た 昇 降 用 手 摺 と 、
　 前 記 足 場 か ら 掛 け 下 ろ さ れ 、 前 記 足 場 に 対 し て 着 脱 可 能 で あ り 、 前 記 昇 降 用 手 摺 と は 別  
体 の ラ ダ ー と 、
を 備 え る 作 業 機 械
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 は 、
　 足 場 と 、
　 前 記 足 場 の 縁 に 沿 っ て 前 記 足 場 の 上 に 立 て ら れ た 柵 と 、
　 前 記 足 場 か ら 掛 け 下 ろ さ れ 、 前 記 足 場 に 対 し て 着 脱 可 能 な ラ ダ ー と 、 を 備 え 、
　 前 記 ラ ダ ー が 、 前 記 足 場 か ら 前 記 柵 に 付 け 替 え ら れ る
作 業 機 械
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 は 、
　 前 記 作 業 機 械 の ラ ダ ー の 格 納 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ラ ダ ー を 前 記 足 場 か ら 取 り 外 す ラ ダ ー 取 り 外 し 工 程 と 、
、 前 記 ラ ダ ー を 前 記 柵 に 設 置 す る ラ ダ ー 格 納 工 程 と を 有 す る 作 業 機 械 の ラ ダ ー の 格 納 方 法
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ラ ダ ー を 容 易 に 運 搬 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 ク レ ー ン の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 梯 子 ・ 手 摺 装 置 及 び ハ ウ ス の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 梯 子 ・ 手 摺 装 置 及 び ハ ウ ス の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 梯 子 ・ 手 摺 装 置 の ラ ダ ー を 前 か ら 見 た 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 ラ ッ チ に よ っ て 上 段 足 場 に 留 め ら れ た ラ ダ ー の 上 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ラ ッ チ か ら 解 放 さ れ た ラ ダ ー の 上 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 １ つ 以 上 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し 、 実 施 形 態 の 特 徴 お よ び 技  
術 的 な 効 果 が 以 下 の 詳 細 な 説 明 お よ び 図 面 か ら 理 解 さ れ る 。 た だ し 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 以  
下 に 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 図 面 は 例 示 の み の た め に 提 供 さ れ る た め 、 本 発  
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明 の 範 囲 は 図 面 の 例 示 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
＜ １ ．   作 業 機 械 の 概 要 ＞
　 図 １ は 、 作 業 機 械 １ ０ ０ の 右 側 面 図 で あ る 。
　 作 業 機 械 １ ０ ０ は 、 自 走 式 の ク レ ー ン で あ り 、 よ り 具 体 的 に は ク ロ ー ラ ク レ ー ン で あ る  
。
　 作 業 機 械 １ ０ ０ は 、 下 部 走 行 体 １ ０ １ 、 上 部 旋 回 体 １ ０ ２ 、 キ ャ ブ １ ０ ３ 、 ブ ー ム １ ０  
４ 、 対 の ハ ウ ス １ ０ ５ 、 対 の 下 段 足 場 １ ０ ６ 、 対 の 上 段 足 場 １ ０ ７ 、 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １  
０ ８ 及 び 対 の 梯 子 ・ 手 摺 装 置 １ ０ を 備 え る 。 な お 、 片 方 の ハ ウ ス １ ０ ５ が 図 １ に 図 示 さ れ  
、 こ の ハ ウ ス １ ０ ５ の 裏 側 に も う 片 方 の ハ ウ ス １ ０ ５ が 隠 れ て い る た め 、 図 １ で は も う 片  
方 の ハ ウ ス １ ０ ５ の 図 示 が 省 略 さ れ る 。 下 段 足 場 １ ０ ６ 、 上 段 足 場 １ ０ ７ 及 び 梯 子 ・ 手 摺  
装 置 １ ０ に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 下 部 走 行 体 １ ０ １ は 、 自 走 可 能 な ク ロ ー ラ で あ る 。
　 上 部 旋 回 体 １ ０ ２ は 、 下 部 走 行 体 １ ０ １ の 上 に 搭 載 さ れ て い る と と も に 、 下 部 走 行 体 １  
０ １ に 対 し て 旋 回 す る 。 上 部 旋 回 体 １ ０ ２ の 旋 回 軸 は 上 下 方 向 を 定 義 し 、 そ の 旋 回 軸 に 沿  
っ た 軸 方 向 が 上 下 方 向 に 対 し て 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 キ ャ ブ １ ０ ３ は 、 上 部 旋 回 体 １ ０ ２ の 前 部 に 搭 載 さ れ て い る 。
　 ブ ー ム １ ０ ４ の 下 端 が キ ャ ブ １ ０ ３ の 左 側 方 に お い て 上 部 旋 回 体 １ ０ ２ の 前 部 に 連 結 さ  
れ て お り 、 ブ ー ム １ ０ ４ が そ の 下 端 の 起 伏 軸 の 回 り に 起 伏 す る 。 ブ ー ム １ ０ ４ の 起 伏 軸 は  
左 右 方 向 を 定 義 し 、 そ の 起 伏 軸 に 沿 っ た 軸 方 向 が 左 右 方 向 に 対 し て 平 行 で あ る 。 左 右 方 向  
を 幅 方 向 と い う こ と も あ る 。 ま た 、 上 部 旋 回 体 １ ０ ２ に お け る 前 後 方 向 と は 、 下 部 走 行 体  
１ ０ １ の 前 進 方 向 及 び 後 進 方 向 に よ っ て 定 義 さ れ る も の で は な く 、 上 部 旋 回 体 １ ０ ２ の 旋  
回 軸 及 び ブ ー ム の 起 伏 軸 に 対 し て 直 交 す る 方 向 を い う 。 図 １ の 側 面 図 で は 、 上 部 旋 回 体 １  
０ ２ を 横 か ら 見 て 、 キ ャ ブ １ ０ ３ か ら ハ ウ ス １ ０ ５ へ の 向 き が 後 ろ 方 向 で あ り 、 ハ ウ ス １  
０ ５ か ら キ ャ ブ １ ０ ３ へ の 方 向 が 前 方 向 で あ る 。 ま た 、 ブ ー ム １ ０ ４ が 倒 れ た 状 態 に お い  
て 、 上 部 旋 回 体 １ ０ ２ の 旋 回 体 か ら ブ ー ム の 先 端 へ の 向 き が 前 方 向 で あ る 。
　 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ が 上 部 旋 回 体 １ ０ ２ の 後 部 に 搭 載 さ れ て い る 。 旋 回 軸 か ら カ ウ ン  
タ ウ エ イ ト １ ０ ８ へ の 向 き が 後 ろ 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 対 の ハ ウ ス １ ０ ５ は 、 キ ャ ブ １ ０ ３ の 後 方 に お い て 、 左 右 方 向 に 互 い に 間 隔 を 置 い て 上  
部 旋 回 体 １ ０ ２ に 搭 載 さ れ て い る 。 ハ ウ ス １ ０ ５ に は 、 原 動 機 、 油 圧 機 器 及 び 電 装 品 等 が  
収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 対 の 下 段 足 場 １ ０ ６ は 、 対 の ハ ウ ス １ ０ ５ の 幅 方 向 に お け る 脇 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い  
る と と も に 、 前 後 方 向 に 延 び て い る 。 右 の ハ ウ ス １ ０ ５ の 幅 方 向 に お け る 脇 と は そ の ハ ウ  
ス １ ０ ５ の 右 脇 を い い 、 左 の ハ ウ ス １ ０ ５ の 幅 方 向 に お け る 脇 と は そ の ハ ウ ス １ ０ ５ の 左  
脇 を い う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 左 の 下 段 足 場 １ ０ ６ は 、 左 の ハ ウ ス １ ０ ５ の 左 側 面 の 下 端 か ら 幅 方 向 外 方 に 張 り 出 す よ  
う に 上 部 旋 回 体 １ ０ ２ に 取 り 付 け ら れ 、 右 の 下 段 足 場 １ ０ ６ は 、 右 の ハ ウ ス １ ０ ５ の 右 側  
面 の 下 端 か ら 幅 方 向 外 方 に 張 り 出 す よ う に 上 部 旋 回 体 １ ０ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 幅 方  
向 外 方 と は 、 左 右 の ハ ウ ス １ ０ ５ の 間 の 中 間 面 （ こ の 中 間 面 は 、 起 伏 軸 に 対 し て 垂 直 で あ  
る と と も に 、 旋 回 軸 に 対 し て 平 行 で あ る 。 ） か ら 幅 方 向 に 沿 っ て 離 れ る 方 向 を い い 、 中 間  
面 の 右 方 の 領 域 で は 、 右 方 向 が 幅 方 向 外 方 で あ り 、 中 間 面 の 左 方 の 領 域 で は 、 左 方 向 が 幅  
方 向 外 方 で あ る 。 幅 方 向 内 方 と は 、 幅 方 向 に 沿 っ て 中 間 面 へ 近 づ く 方 向 を い う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 対 の 上 段 足 場 １ ０ ７ は 、 作 業 員 が 乗 れ る 箇 所 で あ る 。 対 の 上 段 足 場 １ ０ ７ は 、 対 の ハ ウ  
ス １ ０ ５ の 上 面 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 上 段 足 場 １ ０ ７ は 、 ハ ウ ス １ ０ ５ の 屋 根 又 は  
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そ れ に 敷 設 さ れ た 床 板 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
＜ ２ ．   梯 子 ・ 手 摺 装 置 ＞
　 図 ３ は 、 右 の ハ ウ ス １ ０ ５ に 設 置 さ れ る 右 の 梯 子 ・ 手 摺 装 置 １ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ４  
は 、 右 の 梯 子 ・ 手 摺 装 置 １ ０ の ラ ダ ー ５ ０ を 前 か ら 見 た 図 面 で あ る 。 図 ５ 及 び 図 ６ は 、 ラ  
ダ ー ５ ０ の 上 部 の 斜 視 図 で あ る 。 以 下 、 右 の 梯 子 ・ 手 摺 装 置 １ ０ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る  
。 左 の 梯 子 ・ 手 摺 装 置 １ ０ は 、 左 右 の ハ ウ ス １ ０ ５ の 間 の 中 間 面 に 関 し て 、 右 の 梯 子 ・ 手  
摺 装 置 １ ０ に 対 し て 左 右 対 称 に 設 け ら れ て い る た め 、 右 の 梯 子 ・ 手 摺 装 置 １ ０ に つ い て 主  
に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 梯 子 ・ 手 摺 装 置 １ ０ は 、 ロ ア 柵 １ １ ， １ ２ 、 ア ッ パ ー 柵 １ ３ ， １ ４ 、 保 持 部 ２ １ ， ２ ６  
、 固 定 部 ２ ２ ， ２ ７ 、 ラ ッ チ ３ １ ， ３ ６ 及 び ラ ダ ー ５ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
＜ ２ － １ ．   柵 ＞
　 ロ ア 柵 １ １ ， １ ２ は 、 右 の 上 段 足 場 １ ０ ７ の 幅 方 向 に お け る 外 側 の 縁 、 つ ま り そ の 上 段  
足 場 １ ０ ７ の 右 縁 に 沿 っ て 、 そ の 上 段 足 場 １ ０ ７ 上 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ロ ア 柵 １ １ は  
ロ ア 柵 １ ２ の 前 端 か ら 前 へ 離 間 し て 配 置 さ れ て い る 。 ロ ア 柵 １ １ は 、 後 述 の ラ ダ ー ５ ０ の  
上 か ら 上 段 足 場 １ ０ ７ の 右 縁 に 沿 っ て 前 に 僅 か に 離 れ た 位 置 に お い て 、 上 段 足 場 １ ０ ７ の  
右 縁 に 沿 っ て 上 段 足 場 １ ０ ７ 上 に 設 置 さ れ て い る 。 ロ ア 柵 １ ２ は 、 ラ ダ ー ５ ０ の 上 か ら 上  
段 足 場 １ ０ ７ の 右 縁 に 沿 っ て 後 ろ に 僅 か に 離 れ た 位 置 に お い て 、 上 段 足 場 １ ０ ７ の 右 縁 に  
沿 っ て 上 段 足 場 １ ０ ７ 上 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ア ッ パ ー 柵 １ ３ は 、 起 伏 可 能 に ロ ア 柵 １ １ の 上 に 連 結 さ れ て い る 。 ア ッ パ ー 柵 １ ３ は 、  
幅 方 向 内 方 、 つ ま り 左 へ 倒 れ 込 む よ う 倒 伏 可 能 で あ る 。 倒 伏 状 態 の ア ッ パ ー 柵 １ ３ は 、 上  
段 足 場 １ ０ ７ の 上 に 横 た わ っ て い る 。 ア ッ パ ー 柵 １ ３ は 、 幅 方 向 外 方 、 つ ま り 右 へ 立 つ よ  
う 起 立 可 能 で あ る 。 起 立 状 態 の ア ッ パ ー 柵 １ ３ は 、 上 段 足 場 １ ０ ７ の 右 縁 に 沿 っ て 、 上 段  
足 場 １ ０ ７ の 上 に 起 立 し て い る 。 ア ッ パ ー 柵 １ ３ が ロ ア 柵 １ １ に 連 結 さ れ た も の は 、 安 全  
柵 且 つ 足 場 用 手 摺 で あ る 。
　 ア ッ パ ー 柵 １ ３ が ロ ア 柵 １ １ に 連 結 さ れ る の と 同 様 に し て 、 ア ッ パ ー 柵 １ ４ が ロ ア 柵 １  
２ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に 、 こ れ ら 柵 １ １ ～ １ ４ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ロ ア 柵 １ １ は 、 ベ ー ス １ １ ａ 、 ポ ー ル １ １ ｂ 、 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ 及 び バ ー １ １ ｄ ， １ １  
ｅ を 有 す る 。
　 ベ ー ス １ １ ａ は 、 上 段 足 場 １ ０ ７ の 右 縁 に 沿 っ て 、 そ の 上 段 足 場 １ ０ ７ 上 に 取 り 付 け ら  
れ て い る 。
　 ポ ー ル １ １ ｂ の 下 端 が ベ ー ス １ １ ａ の 前 端 に 固 定 さ れ 、 ポ ー ル １ １ ｂ が ベ ー ス １ １ ａ の  
前 端 に 立 て た 状 態 に 設 け ら れ て い る 。
　 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ の 下 端 が ベ ー ス １ １ ａ の 後 端 に 固 定 さ れ 、 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ が ベ ー ス  
１ １ ａ の 後 端 に 立 て た 状 態 に 設 け ら れ て い る 。 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ は 、 ロ ア 柵 １ １ の 支 柱 で  
あ る 上 、 作 業 員 が ラ ダ ー ５ ０ の 昇 降 の 際 に 掴 む 手 摺 を 兼 ね て い る 。 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ 及 び  
ポ ー ル １ １ ｂ の 高 さ は 、 後 述 の ラ ダ ー ５ ０ の 幅 に 等 し い 。 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 「 等  
し い 」 と は 、 完 全 に 等 し い こ と の み な ら ず 、 近 似 す る こ と も 意 味 す る 。
　 バ ー １ １ ｄ ， １ １ ｅ は 、 ポ ー ル １ １ ｂ と 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ の 間 に 架 設 さ れ て 、 前 後 方 向  
に 延 び て い る 。 バ ー １ １ ｄ は バ ー １ １ ｅ か ら 上 に 離 れ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ロ ア 柵 １ ２ は 、 ベ ー ス １ ２ ａ 、 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ 、 ポ ー ル １ ２ ｃ 及 び バ ー １ ２ ｄ ， １ ２  
ｅ を 有 す る 。
　 ベ ー ス １ ２ ａ は 、 上 段 足 場 １ ０ ７ の 右 縁 に 沿 っ て 、 そ の 上 段 足 場 １ ０ ７ 上 に 取 り 付 け ら  
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れ て い る 。 ベ ー ス １ ２ ａ は 、 ロ ア 柵 １ １ の ベ ー ス １ １ ａ か ら 後 方 に 離 れ て 配 置 さ れ て い る  
。
　 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ は 、 棒 状 に 設 け ら れ て い る 。 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ の 下 端 が ベ ー ス １ ２ ａ  
の 前 端 に 固 定 さ れ 、 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ が ベ ー ス １ ２ ａ の 前 端 に 立 て た 状 態 に 設 け ら れ て い  
る 。 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ は 、 ロ ア 柵 １ ２ の 支 柱 で あ る 上 、 作 業 員 が ラ ダ ー ５ ０ の 昇 降 の 際 に  
掴 む 手 摺 を 兼 ね て い る 。 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ か ら 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ ま で の 間 隔 は 、 人 が 通 れ  
る 程 度 で あ る 。
　 ポ ー ル １ ２ ｃ の 下 端 が ベ ー ス １ ２ ａ の 後 端 に 固 定 さ れ 、 ポ ー ル １ ２ ｃ が ベ ー ス １ １ ａ の  
後 端 に 立 て た 状 態 に 設 け ら れ て い る 。 ポ ー ル １ ２ ｃ は 、 ロ ア 柵 １ １ の 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ か  
ら 後 ろ に 離 れ て 配 置 さ れ て い る 。 ポ ー ル １ ２ ｃ 及 び 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ の 高 さ は 、 後 述 の ラ  
ダ ー ５ ０ の 幅 に 等 し い 。
　 バ ー １ ２ ｄ ， １ ２ ｅ は 、 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ と ポ ー ル １ ２ ｃ の 間 に 架 設 さ れ て 、 前 後 方 向  
に 延 び て い る 。 バ ー １ ２ ｄ は バ ー １ ２ ｅ か ら 上 に 離 れ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 下 段 足 場 １ ０ ６ か ら 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ ， １ ２ ｂ の 下 端 ま で の 高 さ は 所 定 の 規 格 に お け る  
所 定 基 準 値 以 上 で あ る 。 こ こ で の 所 定 基 準 値 と は 、 下 段 足 場 １ ０ ６ か ら 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ  
， １ ２ ｂ の 下 端 ま で の 高 さ が そ の 所 定 基 準 値 以 下 で あ れ ば 、 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ ， １ ２ ｂ が  
ラ ダ ー ５ ０ 用 の 手 摺 と し て 認 め ら れ る 基 準 値 で あ る 。 こ の 基 準 値 は 作 業 機 械 １ ０ ０ が 使 用  
さ れ る 場 所 で 認 め ら れ る 基 準 値 で あ れ ば よ い 。 J I S  B 8 8 2 6 - 2 : 2 0 0 5 の 場 合 、 所 定 基 準 値  
が 1 6 0 0  m m で あ り 、 I S O  1 1 6 6 0 - 2 : 2 0 1 5 ( E ) の 場 合 、 所 定 基 準 値 が 1 6 0 0  m m で あ り  
、 S A E  J 2 7 0 3  O C T 2 0 0 8 の 場 合 、 所 定 基 準 値 が 1 6 0 0  m m で あ り 、 I S O  2 8 6 7 : 2 0 1 1 (  
E ) の 場 合 、 所 定 基 準 値 が 1 7 0 0  m m で あ る 。 従 っ て 、 ラ ダ ー ５ ０ の う ち 上 段 足 場 １ ０ ７  
よ り も 上 の 部 分 及 び は 、 J I S  B 8 8 2 6 - 2 : 2 0 0 5 、 I S O  1 1 6 6 0 - 2 : 2 0 1 5 ( E ) 、 S A E  J 2 7 0 3  
O C T 2 0 0 8 又 は I S O  2 8 6 7 : 2 0 1 1 ( E ) の 規 格 上 、 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ ， １ ２ ｂ が ラ ダ ー ５ ０  
用 の 手 摺 と し て 認 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ア ッ パ ー 柵 １ ３ は 、 ポ ー ル １ ３ ｂ ， 昇 降 用 手 摺 り １ ３ ｃ 及 び ハ ン ド レ ー ル １ ３ ｄ ， １ ３  
ｅ を 有 す る 。
　 ポ ー ル １ ３ ｂ の 下 端 が ヒ ン ジ 部 １ １ ｆ に よ っ て 前 後 方 向 の 軸 の 回 り に 回 転 可 能 に ロ ア 柵  
１ １ の ポ ー ル １ １ ｂ の 上 端 に 連 結 さ れ て お り 、 ポ ー ル １ ３ ｂ が そ の 軸 を 支 点 に し て 起 伏 可  
能 で あ る 。
　 昇 降 用 手 摺 １ ３ ｃ は 棒 状 に 設 け ら れ て い る 。 昇 降 用 手 摺 １ ３ ｃ の 下 端 が ヒ ン ジ 部 １ １ ｇ  
に よ っ て 前 後 方 向 の 軸 の 回 り に 回 転 可 能 に ロ ア 柵 １ １ の 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ の 上 端 に 連 結 さ  
れ て お り 、 昇 降 用 手 摺 １ ３ ｃ が そ の 軸 を 支 点 に し て 起 伏 可 能 で あ る 。 昇 降 用 手 摺 １ ３ ｃ が  
起 立 し た 状 態 で は 、 昇 降 用 手 摺 １ ３ ｃ が ロ ア 柵 １ １ の 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ と 同 軸 と な り 、 昇  
降 用 手 摺 １ ３ ｃ 及 び 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ が 一 続 き に 上 下 方 向 に 延 び て い る 。 昇 降 用 手 摺 １ ３  
ｃ は 、 ア ッ パ ー 柵 １ ３ の 支 柱 で あ る 上 、 作 業 員 が ラ ダ ー ５ ０ の 昇 降 の 際 に 掴 む 手 摺 を 兼 ね  
て い る 。
　 ハ ン ド レ ー ル １ ３ ｄ ， １ ３ ｅ は 、 ポ ー ル １ ３ ｂ と 昇 降 用 手 摺 １ ３ ｃ の 間 に 架 設 さ れ て 、  
前 後 方 向 に 延 び て い る 。 ハ ン ド レ ー ル １ ３ ｄ は ハ ン ド レ ー ル １ ３ ｅ か ら 上 に 離 れ て 配 置 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ア ッ パ ー 柵 １ ４ は 、 昇 降 用 手 摺 １ ４ ｂ ， ポ ー ル １ ４ ｃ 及 び ハ ン ド レ ー ル １ ４ ｄ ， １ ４ ｅ  
を 有 す る 。
　 昇 降 用 手 摺 １ ４ ｂ は 棒 状 に 設 け ら れ て い る 。 昇 降 用 手 摺 １ ４ ｂ の 下 端 が ヒ ン ジ 部 １ ２ ｆ  
に よ っ て 前 後 方 向 の 軸 の 回 り に 回 転 可 能 に ロ ア 柵 １ ２ の 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ の 上 端 に 連 結 さ  
れ て お り 、 昇 降 用 手 摺 １ ４ ｂ が そ の 軸 を 支 点 に し て 起 伏 可 能 で あ る 。 昇 降 用 手 摺 １ ４ ｂ が  
起 立 し た 状 態 で は 、 昇 降 用 手 摺 １ ４ ｂ が ロ ア 柵 １ ２ の 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ と 同 軸 と な り 、 昇  
降 用 手 摺 １ ４ ｂ 及 び 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ が 一 続 き に 上 下 方 向 に 延 び て い る 。 昇 降 用 手 摺 １ ４  
ｂ は 、 ア ッ パ ー 柵 １ ３ の 昇 降 用 手 摺 １ ３ ｃ か ら 後 ろ に 離 間 し て い る 。 昇 降 用 手 摺 １ ４ ｂ は  
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、 ア ッ パ ー 柵 １ ４ の 支 柱 で あ る 上 、 作 業 員 が ラ ダ ー ５ ０ の 昇 降 の 際 に 掴 む 手 摺 を 兼 ね て い  
る 。
　 ポ ー ル １ ４ ｃ は 棒 状 に 設 け ら れ て い る 。 ポ ー ル １ ４ ｃ の 下 端 が ヒ ン ジ 部 １ ２ ｇ に よ っ て  
前 後 方 向 の 軸 の 回 り に 回 転 可 能 に ロ ア 柵 １ ２ の ポ ー ル １ ２ ｃ の 上 端 に 連 結 さ れ て お り 、 ポ  
ー ル １ ４ ｃ が そ の 軸 を 支 点 に し て 起 伏 可 能 で あ る 。
　 ハ ン ド レ ー ル １ ４ ｄ ， １ ４ ｅ は 、 昇 降 用 手 摺 １ ４ ｂ と ポ ー ル １ ４ ｃ の 間 に 架 設 さ れ て 、  
前 後 方 向 に 延 び て い る 。 ハ ン ド レ ー ル １ ４ ｄ は ハ ン ド レ ー ル １ ４ ｅ か ら 上 に 離 れ て 配 置 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ア ッ パ ー 柵 １ ３ が 起 立 し た 状 態 で は 、 作 業 者 が 上 段 足 場 １ ０ ７ 上 で 作 業 を 行 う 際 に 、 作  
業 者 の 転 落 が ア ッ パ ー 柵 １ ３ 及 び ロ ア 柵 １ １ に よ っ て 防 止 さ れ る 。 ま た 、 作 業 者 は 、 身 体  
に 綱 を 固 定 し 、 そ の 綱 を フ ッ ク 等 に よ り ハ ン ド レ ー ル １ ３ ｄ 又 は １ ３ ｅ に 摺 動 可 能 に 繋 げ  
る と 、 上 段 足 場 １ ０ ７ 上 で 安 全 に 作 業 を 行 え る 。 ア ッ パ ー 柵 １ ４ に つ い て も 同 様 で あ る 。  
尚 、 こ の 綱 は 、 ク レ ー ン の 所 定 の 位 置 に 設 け ら れ た 専 用 の 穴 に 括 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ロ ア 柵 １ １ ， １ ２ 及 び ア ッ パ ー 柵 １ ３ ， １ ４ は 、 ハ ウ ス １ ０ ５ の 右 側 面 よ り も 幅 方 向 内  
方 、 つ ま り 左 に 配 置 さ れ て い る 。 つ ま り 、 ロ ア 柵 １ １ ， １ ２ 及 び ア ッ パ ー 柵 １ ３ ， １ ４ は  
、 ハ ウ ス １ ０ ５ の 右 側 面 よ り も 幅 方 向 外 方 に は み 出 て い な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 必 要 に 応 じ て 、 チ ェ ー ン 又 は バ ー が 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ ， １ ３ ｃ と 昇 降 用 手 摺 １ ２  
ｂ ， １ ４ ｂ と の 間 に 架 け 渡 さ れ て い て も よ い 。 そ の チ ェ ー ン 又 は バ ー は 、 昇 降 用 手 摺 １ １  
ｃ ， １ ３ ｃ 及 び 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ ， １ ４ ｂ か ら 取 り 外 し 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
＜ ２ － ２ ．   保 持 部 ＞
　 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ は 、 こ れ ら の 間 に 間 隔 を 置 い て 前 後 に 配 置 さ れ て 、 ロ ア 柵 １ １ に 取 り  
付 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 保 持 部 ２ １ が ロ ア 柵 １ １ の ポ ー ル １ １ ｂ の 上 端 、 特 に ヒ ン  
ジ 部 １ １ ｆ に 取 り 付 け ら れ 、 保 持 部 ２ ６ が 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ の 上 端 、 特 に ヒ ン ジ 部 １ １ ｇ  
に 取 り 付 け ら れ て い る 。 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ は 、 フ ッ ク に よ り 構 成 さ れ る 。 保 持 部 ２ １ ， ２  
６ は 、 ロ ア 柵 １ １ か ら 幅 方 向 外 方 、 つ ま り 右 に 向 け て 設 け ら れ て 、 上 方 へ 屈 曲 す る よ う 鈎  
状 に 設 け ら れ て い る 。 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ は 、 ハ ウ ス １ ０ ５ の 右 側 面 よ り も 幅 方 向 内 方 、 つ  
ま り 左 に 配 置 さ れ て い る 。 つ ま り 、 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ は 、 ハ ウ ス １ ０ ５ の 右 側 面 よ り も 幅  
方 向 外 方 に は み 出 て い な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ラ ダ ー ５ ０ の 格 納 時 、 例 え ば ハ ウ ス １ ０ ５ の 輸 送 時 等 に は 、 ラ ダ ー ５ ０ が 横 に さ れ た 状  
態 で 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ に 掛 け ら れ る 。
　 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ は 、 そ の 内 側 の 面 に ク ッ シ ョ ン を 有 し て も よ い 。 ラ ダ ー ５ ０ が 保 持 部  
２ １ ， ２ ６ に 掛 け ら れ る 際 に 、 ラ ダ ー ５ ０ が ク ッ シ ョ ン に 当 た る た め 、 ラ ダ ー ５ ０ 及 び 保  
持 部 ２ １ ， ２ ６ の 塗 装 の 剥 離 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
＜ ２ － ３ ．   固 定 部 ＞
　 固 定 部 ２ ２ ， ２ ７ は 、 こ れ ら の 間 に 間 隔 を 置 い て 前 後 に 配 置 さ れ て 、 ロ ア 柵 １ １ に 取 り  
付 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 固 定 部 ２ ２ が ロ ア 柵 １ １ の ポ ー ル １ １ ｂ の 下 端 に 取 り 付 け  
ら れ 、 保 持 部 ２ ６ が 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ の 上 端 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 固 定 部 ２ ２ ， ２ ７ は  
、 ロ ア 柵 １ １ か ら 幅 方 向 外 方 、 つ ま り 右 に 向 け て 設 け ら れ て い る 。 固 定 部 ２ ２ ， ２ ７ は 、  
そ の 上 端 に 窪 み を 有 し た 台 座 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
＜ ２ － ４ ．   ラ ッ チ ＞
　 ラ ッ チ ３ １ ， ３ ６ は 、 こ れ ら の 間 に 間 隔 を 置 い て 前 後 に 配 置 さ れ て 、 ロ ア 柵 １ １ ， １ ２  
の 間 に お い て 上 段 足 場 １ ０ ７ 上 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 ラ ッ チ ３ １ ， ３ ６ が  
昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ と 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ の 間 に お い て 上 段 足 場 １ ０ ７ 上 に 取 り 付 け ら れ 、 ラ  
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ッ チ ３ １ が 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ の 近 位 且 つ 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ の 遠 位 に 配 置 さ れ 、 ラ ッ チ ３ ６  
が 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ の 近 位 且 つ 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｃ の 遠 位 に 配 置 さ れ て い る 。 ラ ッ チ ３ １ が  
昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ の 後 方 に お い て 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ に 寄 っ て 配 置 さ れ 、 ラ ッ チ ３ ６ が 昇 降  
用 手 摺 １ ２ ｂ の 前 方 に お い て 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ に 寄 っ て 配 置 さ れ て い る 。 ラ ッ チ ３ １ ， ３  
６ は 、 ハ ウ ス １ ０ ５ の 右 側 面 よ り も 幅 方 向 内 方 、 つ ま り 左 に 配 置 さ れ て い る 。 ラ ッ チ ３ １  
， ３ ６ は 、 ラ ダ ー ５ ０ の 上 部 を 上 段 足 場 １ ０ ７ に 留 め る と と も に ラ ダ ー ５ ０ の 上 部 を 解 放  
可 能 な 留 め 具 で あ る 。 ラ ダ ー ５ ０ の 上 部 は 、 ラ ッ チ ３ １ ， ３ ６ に 対 し て 着 脱 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ラ ッ チ ３ １ は 、 ベ ー ス ３ １ ａ 、 一 対 の ブ ラ ケ ッ ト ３ １ ｂ 、 キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ 及 び 留 め  
ピ ン ３ １ ｅ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ベ ー ス ３ １ ａ は 板 状 に 設 け ら れ て い る 。 ベ ー ス ３ １ ａ は 、 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ と 昇 降 用 手  
摺 り １ ２ ｂ の 間 に お け る 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ の 近 位 に お い て 、 上 段 足 場 １ ０ ７ 上 に 固 定 さ れ  
て い る 。
　 一 対 の ブ ラ ケ ッ ト ３ １ ｂ は 、 こ れ ら の 間 に 間 隔 を 置 い て 前 後 に 配 置 さ れ て 、 ベ ー ス ３ １  
ａ 上 に 立 て た 状 態 に 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら ブ ラ ケ ッ ト ３ １ ｂ は 、 ベ ー ス ３ １ ａ に 一 体 形  
成 さ れ て い る 。 ブ ラ ケ ッ ト ３ １ ｂ は 、 留 め ピ ン ３ １ ｅ を 通 す た め の 通 し 孔 ３ １ ｃ を 有 す る  
。 通 し 孔 ３ １ ｃ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ １ ｂ を 前 後 に 貫 通 し て い る 。
　 キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ １ ｂ の 間 に 架 設 さ れ て い る 。 キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ  
は 、 通 し 孔 ３ １ ｃ よ り も 幅 方 向 外 方 、 つ ま り 左 に 配 置 さ れ て い る 。 キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ は  
メ ッ キ 等 の 塗 装 が 施 さ れ て い て も よ い 。 キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ の み な ら ず 、 ベ ー ス ３ １ ａ 、  
ブ ラ ケ ッ ト ３ １ ｂ 、 キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ 及 び 留 め ピ ン ３ １ ｅ に も 塗 装 が 施 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ラ ッ チ ３ ６ は 、 ラ ッ チ ３ １ と 同 様 に 設 け ら れ て い る 。 ラ ッ チ ３ ６ は 、 ラ ッ チ ３ １ と 同 様  
に 、 ベ ー ス ３ ６ ａ 、 一 対 の ブ ラ ケ ッ ト ３ ６ ｂ 、 キ ャ ッ チ ピ ン ３ ６ ｄ 及 び 留 め ピ ン ３ ６ ｅ を  
有 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
＜ ２ － ５ ．   ラ ダ ー ＞
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ラ ダ ー ５ ０ の 使 用 時 に は 、 ラ ダ ー ５ ０ の 上 部 が 柵 １ １ ～ １ ４ の 近 く  
に お い て 、 よ り 具 体 的 に は 、 柵 １ １ ， １ ３ と 柵 １ ２ ， １ ４ と の 間 に お い て 上 段 足 場 １ ０ ７  
に 掛 け ら れ て お り 、 ラ ダ ー ５ ０ が 上 段 足 場 １ ０ ７ か ら ハ ウ ス １ ０ ５ の 脇 に 掛 け 下 ろ さ れ て  
い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 ラ ダ ー ５ ０ の 格 納 時 に は 、 ラ ダ ー ５ ０ は 、 上 段 足 場 １ ０ ７ か ら  
ロ ア 柵 １ １ に 付 け 替 え ら れ る 。 具 体 的 に は 、 ラ ダ ー ５ ０ は 、 上 段 足 場 １ ０ ７ 上 に お い て 横  
に な っ て 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ に 掛 け ら れ て 、 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ か ら 垂 下 し て 、 固 定 部 ２ ２ ，  
２ ７ に よ っ て 下 か ら 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ラ ダ ー ５ ０ は 、 一 対 の 支 柱 ５ １ ， ５ ２ 、 複 数 の 踏 み 桟 ５ ７ 、 一 対 の ス ト ラ イ カ ー ５ ３ ，  
５ ４ 及 び 一 対 の 緩 衝 材 ５ ５ ， ５ ６ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 棒 状 の 支 柱 ５ １ ， ５ ２ は 、 一 端 部 に 棒 状 の 掛 け 部 ５ １ ａ ， ５ ２ ａ を 有 す る と と も に 、 他  
端 部 に 掛 け 部 ５ １ ａ ， ５ ２ ａ よ り も 短 い 棒 状 の 当 て 部 ５ １ ｂ ， ５ ２ ｂ を 有 す る 。 掛 け 部 ５  
１ ａ ， ５ ２ ａ が 支 柱 ５ １ ， ５ ２ に 対 し て ほ ぼ 直 角 に 曲 げ ら れ て お り 、 当 て 部 ５ １ ｂ ， ５ ２  
ｂ が 掛 け 部 ５ １ ａ ， ５ ２ ａ の 曲 げ 方 向 と 同 一 方 向 に 支 柱 ５ １ ， ５ ２ に 対 し て ほ ぼ 直 角 に 曲  
げ ら れ て い る 。 つ ま り 、 ラ ダ ー ５ ０ の 使 用 時 に は 、 支 柱 ５ １ 及 び 支 柱 ５ ２ に 対 し て 、 当 て  
部 ５ １ ｂ ， ５ ２ ｂ は 、 そ の 底 部 に あ る 緩 衝 材 ５ ５ 、 ５ ６ が ハ ウ ス 側 面 に 当 接 す る よ う に ハ  
ウ ス １ ０ ５ の 側 面 に 向 か っ て 曲 げ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 支 柱 ５ １ ， ５ ２ は 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 踏 み 桟 ５ ７ は 、 支 柱 ５ １ ， ５ ２ の 間 に  
架 設 さ れ て い る と と も に 、 一 定 間 隔 で 支 柱 ５ １ ， ５ ２ の 長 手 方 向 に 配 列 さ れ て い る 。 踏 み  
桟 ５ ７ は ス テ ッ プ と も い う 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 緩 衝 材 ５ ５ ， ５ ６ は 、 当 て 部 ５ １ ｂ ， ５ ２ ｂ の 端 に そ れ ぞ れ 被 さ っ て 、 当 て 部 ５ １ ｂ ，  
５ ２ ｂ の 端 に そ れ ぞ れ 装 着 さ れ て い る 。 緩 衝 材 ５ ５ ， ５ ６ は 、 ゴ ム 弾 性 材 か ら な る 。 緩 衝  
材 ５ ５ ， ５ ６ は エ ン ド キ ャ ッ プ と も い う 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス ト ラ イ カ ー ５ ３ ， ５ ４ は 掛 け 部 ５ １ ａ ， ５ ２ ａ に そ れ ぞ れ 溶 接 さ れ て い る 。 ス ト ラ イ  
カ ー ５ ３ ， ５ ４ は 、 そ れ ぞ れ 掛 け 部 ５ １ ａ ， ５ ２ ａ か ら そ れ ぞ れ 当 て 部 ５ １ ｂ ， ５ ２ ｂ の  
方 へ 突 出 し て い る 。 ス ト ラ イ カ ー ５ ３ は 、 そ れ に 形 成 さ れ た ノ ッ チ ５ ３ ａ 及 び 通 し 孔 ５ ３  
ｂ を 有 す る 。 ノ ッ チ ５ ３ ａ は 、 ス ト ラ イ カ ー ５ ３ の エ ッ ジ か ら 切 り か 欠 か れ て い る 。 支 柱  
５ １ が 立 っ て 上 下 に 延 び た 状 態 で は 、 ス ト ラ イ カ ー ５ ３ の エ ッ ジ に お け る ノ ッ チ ５ ３ ａ の  
開 口 か ら ノ ッ チ ５ ３ ａ の 底 （ ノ ッ チ ５ ３ ａ の 底 の こ と を 突 き 当 た り と も い う 。 ） へ の 方 向  
は 、 上 に 向 け て 支 柱 ５ １ か ら 離 れ る 向 き に 斜 め で あ る 。 通 し 孔 ５ ３ ｂ は 、 ス ト ラ イ カ ー ５  
３ を 貫 通 す る 。 ス ト ラ イ カ ー ５ ３ と 同 様 に 、 ス ト ラ イ カ ー ５ ４ も ノ ッ チ ５ ３ ａ 及 び 通 し 孔  
５ ３ ｂ を 有 す る 。
　 ス ト ラ イ カ ー ５ ３ ， ５ ４ は メ ッ キ 等 の 塗 装 が 施 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ラ ダ ー ５ ０ は ハ ウ ス １ ０ ５ に 対 し て 着 脱 可 能 で あ る 。 使 用 時 に は 、 ラ ダ ー ５ ０ が ハ ウ ス  
１ ０ ５ の 側 面 に 設 置 さ れ る 。 格 納 時 に は 、 ラ ダ ー ５ ０ は ハ ウ ス １ ０ ５ か ら 取 り 外 さ れ て 、  
ロ ア 柵 １ １ に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
＜ ２ － ５ － １ ．   使 用 時 の ラ ダ ー の 取 り 付 け ＞
　 図 ２ 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 掛 け 部 ５ １ ａ ， ５ ２ ａ が ハ ウ ス １ ０ ５ の 上 の 上 段 足  
場 １ ０ ７ に 乗 り 上 げ て お り 、 ス ト ラ イ カ ー ５ ３ ， ５ ４ が そ れ ぞ れ ラ ッ チ ３ １ ， ３ ６ に よ っ  
て 上 段 足 場 １ ０ ７ に 留 め ら れ 、 ラ ダ ー ５ ０ が 上 段 足 場 １ ０ ７ か ら ハ ウ ス １ ０ ５ の 脇 に 掛 け  
下 ろ さ れ て い る 。 支 柱 ５ １ ， ５ ２ が ハ ウ ス １ ０ ５ の 側 面 か ら 離 れ て そ の 側 面 に 沿 っ て 上 下  
に 延 び て い る 。 当 て 部 ５ １ ｂ ， ５ ２ ｂ が 支 柱 ５ １ ， ５ ２ の 下 端 か ら ハ ウ ス １ ０ ５ の 側 面 の  
方 へ 突 出 し 、 当 て 部 ５ １ ｂ ， ５ ２ ｂ の 端 が そ れ ぞ れ 緩 衝 材 ５ ５ ， ５ ６ を 介 し て ハ ウ ス １ ０  
５ の 側 面 の 下 部 に 当 て ら れ て い る 。 緩 衝 材 ５ ５ ， ５ ６ は 、 ハ ウ ス １ ０ ５ の 側 面 の 損 傷 及 び  
塗 装 の 剥 離 等 を 抑 え る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ス ト ラ イ カ ー ５ ３ が キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ の 上 か ら 一 対 の ブ ラ ケ ッ ト ３ １ ｂ の 間 に 差 し 込  
ま れ て い る 。 キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ が ス ト ラ イ カ ー ５ ３ の ノ ッ チ ５ ３ ａ に 差 し 込 ま れ る こ と  
に よ っ て 、 ス ト ラ イ カ ー ５ ３ が キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ に 引 っ 掛 か っ て い る 。 留 め ピ ン ３ １ ｅ  
が ブ ラ ケ ッ ト ３ １ ｂ の 通 し 孔 ３ １ ｃ 及 び ス ト ラ イ カ ー ５ ３ の 通 し 孔 ５ ３ ｂ に 挿 入 さ れ 、 こ  
れ に よ り 、 キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ か ら ス ト ラ イ カ ー ５ ３ の 脱 落 が 抑 え ら れ る 。 ノ ッ チ ５ ３ ａ  
が そ の 開 口 か ら そ の 底 に 向 か っ て 支 柱 ５ １ に 対 し て 斜 め に 切 り 欠 か れ て い る た め 、 作 業 員  
が 踏 み 桟 ５ ７ に 足 を 載 せ て 踏 み 桟 ５ ７ に 体 重 を 掛 け る と 、 ス ト ラ イ カ ー ５ ７ が キ ャ ッ チ ピ  
ン ３ １ ｄ か ら 外 れ る 方 向 と は 反 対 方 向 の 荷 重 が ス ト ラ イ カ ー ５ ７ か ら キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ  
に 与 え ら れ る た め 、 ス ト ラ イ カ ー ５ ７ が キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ か ら 外 れ に く い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス ト ラ イ カ ー ５ ３ が ラ ッ チ ３ １ に 留 め ら れ る の と 同 様 に し て 、 ス ト ラ イ カ ー ５ ４ が ラ ッ  
チ ３ ６ に 留 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ラ ダ ー ５ ０ が 以 上 の よ う に 上 段 足 場 １ ０ ７ か ら ハ ウ ス １ ０ ５ の 脇 に 掛 け 下 ろ さ れ た 状 態  
で は 、 ラ ダ ー ５ ０ が ハ ウ ス １ ０ ５ の 側 面 か ら 幅 方 向 外 方 に 張 り 出 す よ う ハ ウ ス １ ０ ５ に 対  
し て 着 脱 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ラ ダ ー ５ ０ が 以 上 の よ う に 上 段 足 場 １ ０ ７ か ら ハ ウ ス １ ０ ５ の 脇 に 掛 け 下 ろ さ れ た 状 態  
で は 、 支 柱 ５ １ ， ５ ２ の 上 端 及 び 掛 け 部 ５ １ ａ ， ５ ２ ａ の 上 端 が ラ ダ ー ５ ０ の 上 端 と な る  
。 ラ ダ ー ５ ０ 、 特 に 支 柱 ５ １ ， ５ ２ は 上 段 足 場 １ ０ ７ よ り も 上 に 突 き 出 て い る が 、 上 段 足  



10

20

30

40

50

JP 2024-82016 A 2024.6.19(10)

場 １ ０ ７ か ら ラ ダ ー ５ ０ の 上 端 ま で の 高 さ は 所 定 の 規 格 に お け る 所 定 基 準 値 未 満 で あ る 。  
こ こ で の 所 定 基 準 値 と は 、 上 段 足 場 １ ０ ７ か ら ラ ダ ー ５ ０ の 上 端 ま で の 高 さ が そ の 所 定 基  
準 値 以 上 で あ れ ば 、 ラ ダ ー ５ ０ の う ち 上 段 足 場 １ ０ ７ よ り も 上 の 部 分 が 手 摺 と し て 認 め ら  
れ る 基 準 値 で あ る 。 J I S  B 8 8 2 6 - 2 : 2 0 0 5 の 場 合 、 所 定 基 準 値 が 7 5 0  m m で あ り 、 I S O  
1 1 6 6 0 - 2 : 2 0 1 5 ( E ) の 場 合 、 所 定 基 準 値 が 9 0 0  m m で あ り 、 S A E  J 2 7 0 3  O C T 2 0 0 8 の  
場 合 、 所 定 基 準 値 が 8 5 0  m m で あ り 、 E N  1 3 5 8 6 : 2 0 2 0 ( E ) の 場 合 、 所 定 基 準 値 が 1 1 0 0  
m m で あ り 、 I S O  2 8 6 7 : 2 0 1 1 ( E ) の 場 合 、 所 定 基 準 値 が 8 5 0  m m で あ る 。 従 っ て 、 ラ ダ  
ー ５ ０ の う ち 上 段 足 場 １ ０ ７ よ り も 上 の 部 分 は 、 J I S  B 8 8 2 6 - 2 : 2 0 0 5 、 I S O  1 1 6 6 0 - 2  
: 2 0 1 5 ( E ) 、 S A E  J 2 7 0 3  O C T 2 0 0 8 、 E N  1 3 5 8 6 : 2 0 2 0 ( E ) 又 は I S O  2 8 6 7 : 2 0 1 1 ( E )  
の 規 格 上 、 手 摺 と し て 認 め ら れ な い 。 つ ま り 、 ラ ダ ー ５ ０ は 、 手 摺 の 無 い 梯 子 で あ る 。
　 こ の よ う に ラ ダ ー ５ ０ 自 体 に は 、 上 段 足 場 １ ０ ７ か ら ラ ダ ー ５ ０ の 上 端 ま で の 高 さ ま で  
の 高 さ に 手 摺 と し て 認 め ら れ る 部 材 が 設 け ら れ て い な い 。 こ の た め 、 ラ ダ ー ５ ０ 単 体 の 大  
き さ を 小 さ く す る こ と が で き 、 運 搬 が 容 易 に な る 。 一 方 で 、 ラ ダ ー ５ ０ 単 体 で は 、 規 定 の  
上 で 上 段 足 場 １ ０ ７ の 位 置 ま で 登 る こ と が 認 め ら れ な い 。 し か し 、 ラ ダ ー ５ ０ の 使 用 時 に  
は 、 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ 、 １ ２ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ４ ｂ が 、 ラ ダ ー ５ ０ の 上 方 側 を 登 る 際 の 手 擦  
と し て 機 能 す る よ う に 設 置 し て い る た め 、 ラ ダ ー ５ ０ が 昇 降 用 の 足 踏 み と し て の 機 能 を 保  
ち つ つ 軽 量 化 さ れ 、 ラ ダ ー ５ ０ の 運 搬 が 容 易 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 作 業 員 が ラ ダ ー ５ ０ を 昇 り 降 り す る 際 に は 、 そ の 作 業 員 が 左 右 の 手 で 昇 降 用 手 摺 １ ２ ｂ  
又 は １ ４ ｂ と 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ 又 は １ ３ ｃ を そ れ ぞ れ 掴 ん で 、 足 を 踏 み 桟 ５ ７ に 掛 け て 踏  
み 桟 ５ ７ を 踏 む 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
＜ ２ － ５ － ２ ．   格 納 時 の ラ ダ ー の 付 け 替 え ＞
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 作 業 員 が ス ト ラ イ カ ー ５ ３ を ラ ッ チ ３ １ か ら 、 ス ト ラ イ カ ー ５ ４ を  
ラ ッ チ ３ ６ か ら 外 す 。 具 体 的 に は 、 ま ず 、 作 業 員 が 留 め ピ ン ３ １ ｅ を ブ ラ ケ ッ ト ３ １ ｂ 及  
び ス ト ラ イ カ ー ５ ３ か ら 、 留 め ピ ン ３ ６ ｅ を ブ ラ ケ ッ ト ３ ６ ｂ 及 び ス ト ラ イ カ ー ５ ４ か ら  
引 き 抜 く 。 次 に 、 作 業 員 が ラ ダ ー ５ ０ を 少 し 持 ち 上 げ る こ と に よ っ て 、 ス ト ラ イ カ ー ５ ３  
を キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ か ら 、 ス ト ラ イ カ ー ５ ４ を キ ャ ッ チ ピ ン ３ ６ ｄ か ら 外 す 。 そ の 後 、  
作 業 員 が 留 め ピ ン ３ １ ｅ を ブ ラ ケ ッ ト ３ １ ｂ の 通 し 孔 ３ １ ｃ に 、 留 め ピ ン ３ ６ ｅ を ブ ラ ケ  
ッ ト ３ ６ ｂ の 通 し 孔 ３ ６ ｃ に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 作 業 員 が ラ ダ ー ５ ０ を 横 に す る と と も に 、 ラ ダ ー ５ ０ の 支 柱  
５ １ を 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ に 引 っ 掛 け て 、 ラ ダ ー ５ ０ を 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ か ら 垂 下 さ せ 、 ラ  
ダ ー ５ ０ の 支 柱 ５ ２ を 固 定 部 ２ ２ ， ２ ７ の 上 に 載 せ 置 い て 、 支 柱 ５ ２ を 固 定 部 ２ ２ ， ２ ７  
の 窪 み に 嵌 め る 。 こ の 際 、 ラ ダ ー ５ ０ の 向 き に つ い て は 、 掛 け 部 ５ １ ａ ， ５ ２ ａ 及 び の 当  
て 部 ５ １ ｂ ， ５ ２ ｂ の 端 を 幅 方 向 内 方 、 つ ま り 左 へ 向 け る 。 そ れ ゆ え 、 ラ ダ ー ５ ０ の 掛 け  
部 ５ １ ａ ， ５ ２ ａ 及 び の 当 て 部 ５ １ ｂ ， ５ ２ ｂ が ハ ウ ス １ ０ ５ の 右 側 面 よ り も 幅 方 向 内 方  
、 つ ま り 左 に 配 置 さ れ る 。 こ の た め 、 ラ ダ ー ５ ０ を ハ ウ ス １ ０ ５ に 設 置 し て も 車 幅 を 小 さ  
く 収 め ら れ る 。 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 ラ ダ ー ５ ０ の 全 体 が ハ ウ ス １ ０ ５ の 右 側 面 よ り  
も 幅 方 向 内 方 、 つ ま り 左 に 配 置 さ れ 、 ラ ダ ー ５ ０ が ハ ウ ス １ ０ ５ の 右 側 面 か ら 右 へ 張 り 出  
し て い な い 。 そ の た め 、 作 業 機 械 １ ０ ０ か ら 取 り 外 さ れ た ハ ウ ス １ ０ ５ を 柵 １ １ ， １ ２ ，  
１ ３ ， １ ４ 及 び ラ ダ ー ５ ０ と 一 緒 に 貨 物 自 動 車 で 輸 送 す る 際 に 、 ラ ダ ー ５ ０ が 法 定 上 の 車  
幅 制 限 に 影 響 し な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
＜ ３ ．   有 利 な 効 果 ＞
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 ラ ダ ー ５ ０ が 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ ， １ ３ ｃ ， １ ２ ｂ ， １ ４ ｂ と 別  
体 で あ る た め 、 ラ ダ ー ５ ０ 自 体 の 上 下 長 が 短 く な る 。 ラ ダ ー ５ ０ は 上 段 足 場 １ ０ ７ か ら 大  
き く 上 に 突 出 し て い な い た め 、 ラ ダ ー ５ ０ 自 体 の 上 下 長 が 短 く で き 、 結 果 的 に 小 型 な ラ ダ  
ー ５ ０ で あ る た め ラ ダ ー ５ ０ の 運 搬 は 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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　 昇 降 用 手 摺 １ １ ｃ ， １ ３ ｃ ， １ ２ ｂ ， １ ４ ｂ は 、 柵 １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ の 支 柱 で あ  
る 上 、 作 業 員 が ラ ダ ー ５ ０ の 昇 降 の 際 に 掴 む 手 摺 に も 用 い ら れ る 。 そ れ ゆ え 、 別 途 手 摺 を  
ラ ダ ー ５ ０ に 設 置 す る 必 要 が な く 、 小 型 な ラ ダ ー ５ ０ が 提 供 さ れ る 。 よ っ て 、 ラ ダ ー の 運  
搬 が 容 易 で あ る 。 ま た 、 上 段 足 場 １ ０ ７ 上 に 別 途 手 摺 を 設 置 す る 必 要 が な く 、 上 段 足 場 １  
０ ７ の 上 の ス ペ ー ス を 大 き く と る こ と が で き 、 作 業 員 に と っ て 作 業 が し や す い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ラ ダ ー ５ ０ が 上 段 足 場 １ ０ ７ 及 び ハ ウ ス １ ０ ５ に 対 し て 着 脱 可 能 で あ る た め 、 ハ ウ ス １  
０ ５ に 対 す る ラ ダ ー ５ ０ の 相 対 的 な 位 置 及 び 向 き を 気 に せ ず に 、 ラ ダ ー ５ ０ を 運 搬 す る こ  
と が で き る 。 よ っ て 、 ラ ダ ー ５ ０ の 運 搬 が 容 易 で あ る 。 強 い て は 、 ラ ダ ー ５ ０ を ハ ウ ス １  
０ ５ と は 別 送 す る こ と が で き 、 ラ ダ ー ５ ０ を 容 易 に 運 搬 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ 及 び 固 定 部 ２ ２ ， ２ ７ が ロ ア 柵 １ １ に 設 け ら れ て い る た め 、 ラ ダ ー ５  
０ を ハ ウ ス １ ０ ５ の 脇 か ら ロ ア 柵 １ １ に 付 け 替 え て 、 ラ ダ ー ５ ０ を ハ ウ ス １ ０ ５ と 一 緒 に  
運 搬 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ラ ダ ー ５ ０ が 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ に 引 っ 掛 け ら れ て 固 定 部 ２ ２ ， ２ ７ に 支 持 さ れ た 場 合 、  
ラ ダ ー ５ ０ が ハ ウ ス １ ０ ５ の 右 側 面 か ら 右 へ 張 り 出 し て い な い 。 そ の た め 、 作 業 機 械 １ ０  
０ か ら 取 り 外 さ れ た ハ ウ ス １ ０ ５ を 柵 １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ 及 び ラ ダ ー ５ ０ と 一 緒 に 貨  
物 自 動 車 で 輸 送 す る 際 に 、 ラ ダ ー ５ ０ が 法 定 上 の 車 幅 制 限 に 影 響 し な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ラ ダ ー ５ ０ が 上 段 足 場 １ ０ ７ か ら ハ ウ ス １ ０ ５ の 脇 に 掛 け 降 ろ さ れ て い て 、 ラ ダ ー ５ ０  
が ハ ウ ス １ ０ ５ の 側 面 か ら 幅 方 向 外 方 に 張 り 出 し て い る 。 そ の た め 、 階 段 と 比 較 し て も 、  
ラ ダ ー ５ ０ は ハ ウ ス １ ０ ５ の 体 積 の 小 型 化 の 要 因 と な ら な い 。 な お 、 仮 に ラ ダ ー ５ ０ に 代  
え て 階 段 が 採 用 さ れ た ら 、 そ の 階 段 は そ れ 全 体 を 下 段 足 場 １ ０ ６ 上 に 配 置 す る こ と が で き  
な い た め 、 ハ ウ ス １ ０ ５ の 側 面 よ り も 幅 方 向 内 方 に 階 段 の 設 置 ス ペ ー ス を 確 保 し な け れ ば  
な ら ず 、 ハ ウ ス １ ０ ５ の 体 積 が 小 さ く な っ て し ま い 、 そ の 分 の 体 積 が 別 で 用 意 さ れ な け れ  
ば な ら ず 、 階 段 は 結 果 的 に ク レ ー ン 全 体 が 大 型 化 し て し ま う 要 因 と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ が 設 け ら れ た ロ ア 柵 １ １ が ラ ダ ー ５ ０ の 使 用 時 の 設 置 箇 所 の す ぐ 近 く  
に あ る た め 、 手 間 無 く ラ ダ ー ５ ０ を 上 段 足 場 １ ０ ７ 及 び ハ ウ ス １ ０ ５ か ら ロ ア 柵 １ １ に 付  
け 替 え る こ と が で き る 。 ラ ダ ー ５ ０ の 格 納 に 際 し て 、 ハ ウ ス １ ０ ５ の 側 面 か ら 取 り 外 し た  
ラ ダ ー ５ ０ を 下 段 足 場 １ ０ ６ か ら 降 り て 運 ば ず に 済 む 。 つ ま り 、 ラ ダ ー ５ ０ を 格 納 す る 作  
業 が 容 易 で あ る 。 さ ら に 、 ラ ダ ー ５ ０ を 柵 １ １ に 格 納 し て い る た め 、 ラ ダ ー ５ ０ を ハ ウ ス  
１ ０ ５ 及 び 柵 １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ と 一 緒 に 輸 送 す る た め の 準 備 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ ， ３ ６ ｄ 及 び ス ト ラ イ カ ー ５ ３ ， ５ ４ が 塗 装 さ れ て い る た め 、 ス ト  
ラ イ カ ー ５ ３ ， ５ ４ の 着 脱 の 際 に キ ャ ッ チ ピ ン ３ １ ｄ ， ３ ６ ｄ 及 び ス ト ラ イ カ ー ５ ３ ， ５  
４ が 傷 つ き に く い 。 錆 の 発 生 も 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
＜ ４ ．   作 業 機 械 の 変 形 例 ＞
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 梯 子 ・ 手 摺 装 置 １ ０ が 設 け ら れ る 作 業 機 械 １ ０ ０ が ク ロ ー ラ ク レ ー  
ン で あ る が 、 梯 子 ・ 手 摺 装 置 １ ０ が 設 け ら れ る 作 業 機 械 は 、 ク ロ ー ラ ク レ ー ン 以 外 の 作 業  
機 械 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 作 業 機 械 は 、 ホ イ ー ル ク レ ー ン 、 ト ラ ッ ク ク レ ー ン 、 港 湾  
ク レ ー ン 、 天 井 ク レ ー ン 、 門 型 ク レ ー ン 、 ア ン ロ ー ダ 、 固 定 式 ク レ ー ン 、 シ ョ ベ ル 、 ブ ル  
ド ー ザ 、 ホ イ ー ル ロ ー ダ 、 ダ ン プ ト ラ ッ ク 、 モ ー タ ー グ レ ー ダ 、 フ ォ ー ク リ フ ト 、 ド リ ル  
ジ ャ ン ボ 、 自 走 式 破 砕 機 又 は 自 走 式 土 質 改 良 機 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ と 同 様 に 、 固 定 部 ２ ２ ， ２ ７ が フ ッ ク か ら 構 成 さ れ て も よ い 。 こ の 場  
合 、 ラ ダ ー ５ ０ の 格 納 の 際 に は 、 支 柱 ５ ２ が 固 定 部 ２ ２ ， ２ ７ に 引 っ 掛 け ら れ て 、 ラ ダ ー  
５ ０ が 保 持 部 ２ １ ， ２ ６ 及 び 固 定 部 ２ ２ ， ２ ７ に よ っ て ロ ア 柵 １ １ に 留 め ら れ る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 左 の ハ ウ ス １ ０ ５ の 側 面 に ラ ダ ー ５ ０ が 設 け ら れ な く て も よ い 。 こ の 場 合 、 左 の 柵 １ １  
， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ の 前 後 長 が 右 の 柵 １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ の 前 後 長 よ り も 長 く 、 左 の  
ロ ア 柵 １ １ ， １ ２ が 互 い に 近 接 し 、 左 の ア ッ パ ー 柵 １ ３ ， １ ４ が 互 い に 近 接 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 １ ０   梯 子 ・ 手 摺 装 置
　 １ １ ， １ ２   ロ ア 柵
　 １ ３ ， １ ４   ア ッ パ ー 柵
　 １ １ ｃ ， １ ３ ｃ ， １ ２ ｂ ， １ ４ ｂ   昇 降 用 手 摺
　 ２ １ ， ２ ６   保 持 部
　 ２ ２ ， ２ ７   固 定 部
　 ３ １ ， ３ ６   ラ ッ チ （ 留 め 具 ）
　 ５ ０   ラ ダ ー
　 ５ ３ ， ５ ４   ス ト ラ イ カ ー
　 １ ０ ０   作 業 機 械
　 １ ０ ５   ハ ウ ス
　 １ ０ ７   上 段 足 場
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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